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序章 
 
 
はじめに 
 
台湾は 2200 万人余りの人口ではあるが、そのエスニシティのあり方は日本と比べ遙かに
多様で複雑である。台湾のエスニック関係は従来、原住民族・閩南人・客家人・外省人の 4
集団によって構成される「四大族群」という用語で表現されてきた。「族群」というのは”ethnic 
group”の中国語に相当し、四大族群論は台湾社会の集団関係を表す用語として、1990 年代に
なって急速に定着した。多様性を尊重する方向へと舵を切った教育において、族群の歴史や
文化、言語が肯定的に扱われ、また観光資源として積極的に利用されるようになった一方で、
族群の差異を強調することは社会の亀裂を増大させるというように、否定的なイメージで
族群概念が語られることも少なくない。 
ところが現在の台湾は、四大族群という概念では十分に把握しきれなくなってきている。
エスニシティという視点からみたとき、重大な変化に直面しているのである。筆者が初めて
台湾を訪れたのは 2003 年のことであった。それから 10 年以上、1 年間の長期滞在を含め幾
度となく台湾を訪問しているが、街中で体感することのできる大きな変化は、東南アジアや
中国大陸からきた人々の存在感が急激に増しているということである。以前はほとんどな
かった本格的なベトナム料理やタイ料理を提供する店があちこちにできており、そこでは
おそらく結婚によって台湾に移り住んできたと思われる東南アジア出身の女性たちが働い
ている。そのような店の看板やメニューにはベトナム語やタイ語が並ぶ。ほかにも、建設現
場を通りがかればそこで働く肉体労働者に、大病院に行けば入院患者を介助するヘルパー
に、多くの東南アジア出身の男女が混じっていることに気づかされる。また、明らかに台湾
人が話すのとは違う、中国大陸訛りの中国語を耳にする機会も増えた。観光地に行けば中国
人ツアー客を大勢見かけるし、市場や店頭で働く若い女性の話す中国語を聞いて、彼女らは
台湾人男性と結婚して台湾に来た人たちなのだと知ることができる。結婚や就労のために
海外から台湾にやってくる人は、1990 年代に入ってから徐々に目立つようになり、現在で
も増え続けている。このような人々は「新移民」と呼ばれ、台湾社会の今とこれからを考え
るにあたって無視できない集団となっている。その人口規模でいうと、婚姻移民だけでも既
に台湾原住民を上回っていることからもその存在感がうかがえるが、重要なのは単なる人
口の話だけではなく、これまでの住民と異なる文化を持った人々をどのようにして台湾に
包摂し、新しい台湾社会像を提示していくかという問題なのである。 
現代社会において国境線を越えた人の移動は世界各地で大きく拡大している。もちろん、
移民というのは遙か昔から続いていた現象であるが、現代の移民は量的に増加したという
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だけでなく、質的にも旧来のものとは様々な点において異なってきていることが指摘され
る。カースルズらは近年の国際移民の特徴として、（1）移民のグローバル化（globalization 
of migration）、（2）支配的な移民流動の方向変化（changing direction of dominant migration 
flows）、（3）移民の多様化（differentiation of migration）、（4）移民過程変遷の普及（proliferation 
of migration transition）、（5）移民の女性化（feminization of migration）、（6）移民の政治化
（growing politicization of migration）、の 6 つを指摘する（Castles, Haas and Miller [2014:16-
17]）。 
ここで挙げられた諸点は、現在の台湾で観察される移民現象にも大方当てはまっている。
つまり、多様な形態をとる移民が世界規模で増加している流れが台湾にも押し寄せており、
かつての移民送り出し国であった台湾は、移民受け入れ国としての側面が強くなった。そし
て、婚姻によって、或いは家事労働者や介護者として台湾に来る移民において顕著であるよ
うに、女性の役割がますます重要なものとなっている。台湾ではあからさまな移民排斥運動
のようなものはみられないが、中国大陸出身者の処遇をめぐっては国内政治がしばしば対
立し、外国人労働者の受け入れは一種の外交カードともなっているように、多くの局面にお
いて政治化を免れない。 
新移民が急激に増加し、住民のエスニックな人口構成が変化していく時代において、台湾
人はどのようにして新たな台湾社会像を模索し、構築しようとしているのだろうか。ますま
す多様化するエスニックな差異を台湾人がどのように理解し、異なる文化的背景を持った
人々を共同体としての台湾に統合しようとしているのか理解したい。これが本論文を書く
に至った動機である。 
 
 
第 1節 問題の所在 
 
多文化主義の歴史 
新移民はそれまでの台湾住民とは、様々な面において異なっていた。東南アジア出身の新
移民の多くは、皮膚の色や顔つきなど外見からして違うのに加え、言語や文化、風俗習慣な
どの差異も大きい。一方、中国大陸出身の新移民の場合、外見上は見分けが付かない場合が
多く、言語的な不自由さもあまりない。しかしそうだからこそ、文化的差異や習慣の違いに
よって台湾人との間で相互不理解が生まれることも少なくない。それでは、急増していく新
移民に対して、台湾社会はどのように対処しているのであろうか。新移民の台湾社会への統
合という課題にとって鍵となっているのが多文化主義である。 
多文化主義の概念は、それが使用される地域や時代によって、また個人によってもその用
いられ方は異なっており多義的であるが、基本的な考え方としては、国内の文化的少数派を
尊重し、多様な文化が共存する状態を理想とする思想や政策である。関根の表現を借りれば、
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多文化主義とは、国民国家は一文化、一言語、一民族によって構成されるべきだとする「同
化主義」に基づくこれまでの国民統合政策を否定し、政治的、社会的、経済的、文化・言語
的不平等をなくして国民社会の統合を維持しようとするイデオロギーであり、具体的な一
群の政策の指導原理ということになろう（関根［2000:41-2］）。 
多文化主義政策は 1970 年代にカナダやオーストラリアで採用されたのに始まり、その後
多くの欧米諸国で導入されていったという歴史を持つ。カナダはもともと「建国の二民族」
であるイギリス系とフランス系の移民が多数を占めており、英語とフランス語が広く使用
されてきたが、なかでもカナダ全域でみるとイギリス系、つまり英語が優勢であった。その
ような状況において、英語とフランス語の 2 言語共存を図る政策が始められ、やがて二言語
主義のフレームのなかで多文化主義政策が開始された（中野［1999:69-70］）。加藤の整理
によると、これはまずイギリス系カナダを優位におき、二言語公用語政策は限られた範囲に
限定される「限定された二元論」のモデルから始まった。次に二言語公用語政策がより実質
的なものとなる「バランスのとれた二元論」への移行がみられ、それから先住民や移民の要
素も複雑に重なり合う「多元的カナダ」のモデルへと転換していった（加藤［2005:242-3］）。 
一方、オーストラリアの多文化主義は、カナダの多文化主義を模倣して採り入れられたも
のであるが、その展開の過程はカナダとは少々異なっている。オーストラリアはかつて白豪
主義と呼ばれる、西洋諸国以外の国からの移民を制限する政策を採っていた。しかし、1960
年代には非英語系移民・難民定住者の同化主義への不満や社会的不適応が問題視されるよ
うになったのに加え、日本など北アジアや東南アジアとの経済関係を深めつつあったため、
白豪主義政策に変わる国民統合政策として、多文化主義が採用された（関根［2002:210］）。 
カナダやオーストラリアを皮切りに、多数の移民を受け入れているヨーロッパ諸国で多
文化主義が導入されていった。しかし、移民の社会統合を進めるための道具として多文化主
義を導入した国では、増え続ける移民と関連して様々な問題が発生しているのも確かであ
る。それはホスト社会から疎外され不満を蓄積した移民による犯罪や暴動であったり、一方
で移民の増加を快く思わないホスト社会の側からの移民を狙ったテロや排外主義、極右政
党の誕生であったりする。2015 年 1 月に起きた、イスラム教を風刺したフランスの週刊誌
シャルリエブドの本社銃撃事件は記憶に新しい。移民とホスト社会との軋轢を目の当たり
にして、多文化主義に対する批判や反発も強くなっており、2010 年 10 月にはドイツのメル
ケル首相が、2011 年 2 月にはイギリスのキャメロン首相が、それぞれ多文化主義は失敗だ
ったと公の場でコメントしている。最近では、このように多文化主義には政治的にネガティ
ブなイメージも付着するようになってきたこともあり、移民の社会統合にまつわる問題を
めぐっては多文化主義という用語が忌避され、市民権やリベラル・ナショナリズムという切
り口から、さらにはより普遍的な人権として解釈し直す傾向もみられる
1
。 
                                                        
1 イギリスの多文化主義を研究する安達智史によると、政治的スローガンとしての多文化主義
は後退し、市民的統合への圧力が高まっているとしても、実践や政策の前提としての多文化主
義の機能は失われておらず、現在でも多文化主義はイギリスの社会統合政策の要として認識さ
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台湾における多文化主義の成り立ちについては第 1 章で詳述するが、これは 1990 年代に
なってから用いられるようになった概念である。戦後続いてきた国民党政府の権威主義体
制が、1980 年代の民主化運動を経て民主政へと移行する中で、それまでのような中国ナシ
ョナリズムに基づく同化主義的国民統合理念に代わる新たな統合理念が必要となっていた。
そこで導入されたのが、既に多くの欧米諸国で採用されていた多文化主義であっ
た。”multiculturalism”は中国語で「多元文化主義」と訳され、1 つの社会の中で多様な文化
の共存を理想とする考え方として広まっていった。そして、1997 年の憲法改正では、「基
本国策」の章に「国家は多元文化を肯定する」という文言が書き入れられるまでになった。
もちろん実際に多文化主義政策を実施していくにあたっては様々な議論はあるものの、現
在に至るまで多文化主義は、基本的な統合理念として広範な支持を得ているのである。 
1990 年代以来多文化主義が支持されているとはいえ、新移民が出現しエスニックな環境
が大きく変化しつつある中で、台湾多文化主義も当然それに対応し、その内実は変化してい
ると考えるべきである。しかしながら、統合理念としての多文化主義がどのように転換して
いるのかについて、これまで十分に論じられてきたとは言い難い。それは以下で述べるよう
な研究上の断絶があるからである。 
 
族群研究と新移民研究 
1990 年代に台湾で多文化主義が導入された際に前提となっていたのは、上述した「族群」
の存在であった。それぞれ異なる文化を持つ 4 つの族群が台湾社会において共存する状態
を理想とする認識が共有されたのである。そして、族群の言語や文化の保存・振興を図ると
いう、多文化主義の考えに沿った様々な政策が実施されていき、それなりに成果を上げてき
たといえる。ところが 2000 年代に入ると、それまで少数であった台湾外部からの人口が急
激に増加したことで状況は大きく変わる。多くの台湾人男性が結婚相手に中国大陸や東南
アジア出身の女性を選択するようになったし、ゲストワーカーとして台湾で働く外国人労
働者の姿も増えてきた。そうなると、多文化主義導入当初に用いられていた四大族群モデル
は現実との乖離が大きくなってしまう。それでは統合理念として多文化主義は既に用無し
になってしまったかというと、そうではない。多文化主義自体が新移民を包摂するものへと
移行し、現在でもなお多文化主義は統合理念として支持されているのである。 
ところで Chun [2002:102-22]は、脱植民地化の帰結である従来の多文化主義とトランスナ
ショナルなコスモポリタニズムに基づいた多文化主義とは両立せず矛盾すると主張する。
もし両者の間に原理的相違が内在しているのであれば、新移民をも包摂する多文化主義へ
の移行は、従来の多文化主義に新移民の要素を追加することによって自動的に実現するも
のではなく、規範的レベルにおける多文化主義の修正を通してこそ達成され得るものであ
                                                        
れており、政治的エリートからのみならず、社会一般からも支持を得ているという（安達
［2013:395-6］）。 
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ろう。Chun のいう脱植民地化の帰結である従来の多文化主義というのはつまり、新移民が
まだ少なかった 1990 年代に導入された、四大族群を念頭に置いた多文化主義である。そこ
で台湾の社会科学において、四大族群と新移民が多文化主義と関連してそれぞれどのよう
に研究されてきたのか整理しておこう。 
四大族群（原住民族・閩南人・客家人・外省人）というのは、国民党政府が台湾に撤退し
て以降の台湾社会を構成してきた集団であるが、王甫昌によると、いわゆる族群研究が研究
テーマとして登場したのは、1980 年代中期以後のことである。例えば、1960 年代から 80 年
代中期までの台湾における社会学的研究を収集した『台湾地区社会学論文要旨（1963-1986）』
（台灣地區社會學論文摘要（1963-1986））では「族群」や「族群関係」といった分類は設け
られておらず、現在でいうところの族群研究に関係する論文は、原住民族の問題を扱ったも
のがあるだけであった。しかし、その続編である『台湾地区社会学論文要旨 社会心理学を
含む、1986-1993』（台灣地區社會學論文摘要含社會心理學, 1986-1993）では、「山地問題」
とは別に「集団間相互作用」という分類があり
2
、その中には（1）省籍グループ、（2）台湾
歴史上の族群関係、（3）台湾の弱 勢 族 群エスニック・マイノリティ、（4）海外華人、（5）外国の族群エスニック関係、と
いうサブカテゴリーが設けられている。特に 1987 年以後、それまで政治的に禁忌であり、
また学術的にも「地域観念」として扱われていた省籍問題（本省人／外省人間の問題）が、
族群概念によって議論されるようになり、その後多様な族群に関係するテーマへと研究が
広がっていった（王甫昌［2008］）。 
この時期に族群研究を進めていったのは、社会学者の蕭新煌や張茂桂、王甫昌、政治学者
の呉乃徳など、海外、特にアメリカでの留学経験を持った若手の研究者たちであった。その
後、四大族群に基づく多文化主義は統合理念として採り入れられていくのであり、政策課題
としても学術研究としても大きな意味を持つようになった。しかしながら、後述するように
新移民研究はこれとは別経路で発展してきたものであり、族群概念の視点からの多文化主
義研究の中に新移民を位置づけるという試みはほとんどなされていない。例えば張［2010］
は、民進党政権期の多文化主義政治について考察しているが、言及しているのは四大族群や
「青 vs 緑（国民党 vs 民進党）」といったアイデンティティをめぐるそれまでの枠組みを踏
襲したものであり、新移民の問題は多文化主義政治として分析されていない。李廣均［2008］
は、「四大族群」と「多元文化」は同時期に出現した用語であるが、四大族群が集団の分類
や差異に重きを置くのに対し、多文化主義は集団間における差異の尊重、差異の奨励、相互
承認を主張するものであるとする。そのため多文化主義とは、四大族群という言い方によっ
て生まれる争点を緩和する言説であると論じる。しかし、ここでも多文化主義の考察は四大
族群との関係で止まっており、新移民については触れられていない。 
それでは、次に新移民研究についてみていく。新移民の人口が増加すると、それに伴って
出現する社会現象や問題にも注目が集まるようになる。はじめは特に新移民の地位や境遇
                                                        
2 「山地問題」とは原住民族問題のこと。原住民族は当時「山地同胞」と呼ばれることが一般
的であったため。 
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に関心を寄せる社会学者によって研究が行われた。最も早くから婚姻移民に注目して研究
と運動を行ってきた夏暁鵑［2002］は、「外国人花嫁」現象について、商品化された国際結
婚とは資本主義の発展、つまり不平等な国際的分業と国家内部の歪んだ発展が招いた副産
物だと論じた。また、台湾における「外国人花嫁」の社会的地位の形成にとってメディアの
与えた影響をあきらかにした。趙彦寧［2005］は、社会福祉資源を奪うとみなされた大陸籍
配偶者が、台湾においてナショナリズム政治の焦点の 1 つとなり、戸籍制度に基づく資源の
分配と再分配の中でスケープゴートとなっていると主張する。 
呂維婷・黄寶儀・陳光儀［2012］によると、初期の婚姻移民研究の多くは、移民の動機や
国際結婚が出現してきた原因に重きが置かれていた。それらの先駆的研究に続いて多くの
ケーススタディの他、移民女性たちの婚姻状況や台湾の生活への適応に注目した論文が発
表された。このような国際結婚をテーマとした研究は、婚姻移民を商品化された婚姻の下で
の被害者として描く一方で、異なる地域の出身であり、異なる人的・文化的・社会的資源を
持った移民を同一視するとともに、彼女たち自身の主体性に目を向けていないという
3
。一
方で、その裏返しではあるが、それらに続いて増えてきた研究、特に新移民に関連する組織
や運動に焦点を当てた研究においては、台湾のナショナリズムや人種主義によって低い社
会的地位に置かれているにもかかわらず、単なる被害者ではなく主体性を持って行動する
逞しい女性たちという側面が強調されることが多い。 
新移民を台湾社会のマジョリティによって排除され周縁化された被害者とみなす視点に
立って研究が進められてきたのは、婚姻移民を対象とするものだけに限られるわけではな
く、外国人労働者に関する研究にも共通している。曾嬿芬［2004］は外国人労働者政策の制
定過程の分析を通して、この政策決定過程は、台湾ナショナリズムの内実から理解すること
ができるとする。そしてこれは、ナショナリズムに関係するイデオロギー同士の政治的争い
と、「我々」vs「彼ら」という線引きの問題を反映しているという。藍佩嘉［2004］は、外
国人労働者は台湾社会において、一般の外国人とは異なり文明的でない劣った人種として、
「階層化された他者」化されていると述べ、この現象に対して人材仲介業者が大きな役割を
果たしていることを明らかにした。 
いずれにせよ、従来の新移民研究のほとんどは、台湾における社会的地位や権力関係への
問題意識から出発している。そしてそうであるがゆえに、ホスト社会、つまり台湾社会のマ
ジョリティの側は、あたかもほとんど変化しないか、あるいは移民の側からの働きかけに対
して受動的にそして極めて限定的に応答するに過ぎないかのような描写にとどまっている。
例えば、新移民の人権問題に関心を寄せ、新移民運動にも積極的に参加してきた法学者であ
る廖元豪は、自身も作業に関わった移民法改正案が立法院を通過したのに際して寄せた文
章の中で、この改正の意義について、人権概念がようやく我が国の移民法制の中に書き込ま
                                                        
3 近年の傾向としては、移民自身やその子女の医療や生育、教養などに関する研究におい
て、文化的差異を資源として捉える研究が増えてきているという（呂維婷・黄寶儀・陳光
儀［2012］）。 
7  
れた進歩的な内容であること、新移民自身もその作業に関わったことから移民／移住者の
主体性が体現されていることを挙げたうえで、次のように述べている（廖元豪［2008:241］）。 
 
この 2 点（「内容の進歩性」と「移民の主体性」）は相互に関連しているものであ
る。なぜならこれら相対的に進歩的な「内容」は、もともと主管機関ひいては台湾
の主流社会には全く思いつかないものであったからだ。もっとはっきり言うと、主
流勢力にはネイティビズム（nativism）がはびこっており、それゆえこのような内
容はもとより極度に排除されるとともに、全力で阻止されていたのである。しかし
ながら、関係する社会運動団体それから新移民自身の惜しまぬ努力によって、やっ
と鉄板のように固い排外的で利己的な傾向を一部だけ打ち破り、今日のほんの僅
かな成果があるのだ。 
 
新移民を台湾社会のマジョリティの側と対比させ、その社会的弱者としての立場を強調
するこのような言説は、新移民を取り巻く台湾社会の不正義を告発し、新移民の人権擁護や
エンパワーメントを推進する活動の一環としてみれば妥当である。しかしながら、台湾社会
のマジョリティと新移民という二項対立の図式を設定することによって、受け入れ側であ
る台湾社会の硬直性や一体性のようなものが暗に前提され、内部の変化や多様性が見過ご
されてきたのではないだろうか。台湾社会そのものも、外部環境の変化や外界からの刺激
（ここでは世界全体でのグローバル化や移民の流入）に対して応答し、変化していく 1 つの
有機体であり、そこに現れるダイナミズムにも目を向ける必要があると考える。台湾にとっ
て、多くの新移民を包摂しながら国民統合を図るというのは不可避の課題であり、そこには
当然ながら様々な立場や考え方の相違が存在するのであり、決して強固で不変的なホスト
社会、もしくはマジョリティがあるわけではない。そこで台湾社会がその課題にどのように
向かい合い、どのように応答しているのかという点を明らかにしていきたい。 
上に挙げた幾つかの研究を含め、これまでの新移民研究における蓄積は、ほとんどが実践
としての多文化主義を扱ったものである。そこで理念として、もしくは規範としての多文化
主義に関する研究について見ておかなければならない。趙剛［2006］は、台湾の多文化主義
が政治的レトリックに過ぎず，階級という現実問題を何も解決していないと批判する。これ
は社会的弱者の新移民と台湾の主流社会とを二項対立的に対比させているという点におい
て、上述した多くの新移民研究と同じ枠組みに依っている。これに対し Cheng and Fell [2014]
は、弱者としての新移民の立場を前提としながらも、台湾社会内部の相違に注目している。
そこでは特に民進党と国民党の移民政策の違いを採りあげ、両者にどのような思想的相違
が存在していたのかについて論じられている。ただし、Cheng らは時代としては 1990 年代
から最近のものまでを扱っているが、それにもかかわらず通時的な変化、つまり新移民人口
が大きく増える前後の違いについては目を向けていない。 
以上をまとめると、主要な問題は以下の 2 点である。まず第 1 に、四大族群を対象とした
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多文化主義と新移民を対象とする多文化主義とが、政策面のみならず学術研究においても
うまく接合していないという点である。そしてもう 1 つは、新移民研究において社会経済的
地位や権力構造が強調されるあまり、ホスト側である台湾社会内部の多様性や変化が軽視
されているという点である。 
 
本研究の目的と視角 
以上の問題意識に基づき、本論文は四大族群と新移民を 1 つの連続する台湾多文化主義
の文脈の上に位置づけ、現代台湾において統合理念として機能している多文化主義の、転換
の様相に焦点を当てる。これはすなわち、四大族群論を基礎とした多文化主義（これを族群
多文化主義と呼ぶことにする）から、新移民も対象として含んだ多文化主義（新移民包摂的
多文化主義とする）への転換であり、具体的には、以下の 2 つの問いを設定する。 
 
（1）族群多文化主義から新移民包摂的多文化主義への転換は、どのようにして達
成されたのか。また、なぜそれが可能であったのか。 
（2）新移民が出現したことは、台湾の社会統合にとってどのような意味を持った
のか。 
 
台湾多文化主義の転換を促したものとしてまず挙げられるのは、もちろんグローバル化
である。地球規模での人口移動の拡大は、台湾社会もグローバル化させることとなった。た
だし既に述べてきたように、族群多文化主義から新移民包摂的多文化主義への移行という
のは、単にそれまでの族群政策に新移民政策を付加していくということを意味しない。既存
の四大族群概念の変化にも着目し、理念的なレベルで多文化主義がどのように解釈される
ようになったのかみていく必要がある。沼崎［2012］は、現代台湾のエスニシティを取り巻
く状況として、グローバル化（国際化）とともに個人化を指摘する。本論文では、四大族群
と新移民それぞれに関し、異なる形で個人化という現象が観察され、それが台湾多文化主義
の転換と関連していることを明らかにしていく。 
2 点目に関連し、他の国家とは異なる台湾の特徴について若干触れておきたい。それは不
安定な政治共同体であるという点である。つまり、1 つには国共内戦と冷戦構造に起因する
分断国家としての歴史があり、また「台湾ナショナリズム vs 中国ナショナリズム」という
1980 年代の民主化運動期以来の対立がある。昨今多くの移民受け入れ国においては「ホス
ト社会 vs 移民」というような対立図式がしばしば想定され、そのためスローガンとしての
多文化主義が忌避されるというような現象が起きているが。しかし台湾は不安定な政治共
同体であるがゆえに、移民とホスト社会との関係も通常とは異なった形で表出することを
論じていく。 
 
9  
 
第 2節 論文の構成 
 
まず第 1 章では、新移民出現以前の台湾における多文化主義を扱う。すなわち、1990 年
代に導入された族群多文化主義が、どのようにして成立したかについて考察する。そもそも
族群多文化主義は、権威主義体制時代の国民党政権による同化主義的中国ナショナリズム
に代わる統合理念として利用されるようになったものであるため、これを理解するには、民
主化以前の国民党政権期における文化政策や、それと関連して発生した集団どうしの関係
について論述することから始める必要がある。その上で、理念として多文化主義がどのよう
に採り入れられ、そして多文化主義政策がどのような形で具現化されていったのかについ
て述べたい。 
第 2 章から第 4 章までは、新移民が台湾に入ってくることが、或いは新移民人口が増加
して注目を集めるようになったことが、台湾のホスト社会に与えた影響と、新移民の存在を
前提とする多文化主義のあり方について考察する。第 2 章は、新移民の受け入れが台湾社会
にもたらした意味について、市民権の角度から分析する。それまで外来人口の流入を想定し
ていなかったが、新移民が入ってくることでそれに対応した市民権制度を構築する必要に
迫られた。特に 1980 年代以前には台湾海峡両岸間の人の移動がほぼ不可能であったため、
中国大陸出身の配偶者を台湾に入境させるときに、どのような身分で受け入れるのかとい
う市民権の問題が発生したのである。これは単に彼女たちの問題にとどまるのではなく、中
華民国法体系において中国大陸側の住民をどのように位置づけるのかという重要な意味を
持っていた。第 3 章では、移民政策に焦点を当てる。新移民が増加する中で、多文化主義に
関連した政策や政治がどのように展開され、新移民の社会的包摂を目的とする移民政策が
実施されるようになったのか分析する。第 3 章が新移民現象に対する政治社会の対応であ
るなら、第 4 章は市民社会の反応である。新移民に関係する社会運動において、あるいは研
究者の言説において台湾多文化主義が議論される中で、新移民はいかなる意味を持ったの
か。四大族群論が主流であった 1990 年代と新移民が登場してくる 2000 年代の多文化主義
言説を比較することでこれを分析する。 
第 5 章は、既存の四大族群の側の変化について論じる。族群の文化的権利を主張する運動
が起こった 1980 年代から四大族群論が定着した 1990 年代と、現在の台湾における族群を
めぐる状況は、既にかなり異なったものとなっている。そこにみられる変化とはどのような
ものなのか、客家人のエスニシティのあり方を例として考察する。 
そして終章では、本論での議論を各章ごとの論点を整理し、それらを踏まえた上で、研究
目的に立ち返り、何が族群多文化主義から新移民包摂的多文化主義への転換を可能とした
のか、また新移民の出現は共同体としての台湾の社会統合にとって、どのような意味を持っ
たのかについて総括する。 
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